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は
じ
め
に

　

本
論
文
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
日
本
人
が
受
け
た
戦
争
被
害
に
対
す
る
「
救

恤
」
を
め
ぐ
る
政
策
形
成
か
ら
執
行
ま
で
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
戦
前
日
本
が
、
戦
争
遂
行
に
あ
た
っ
て
在
外
邦
人
が
損
害
を
被
っ
た

場
合
に
「
救
恤
」
を
行
っ
て
い
た
事
実
を
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
す
る
べ
く
作
業
を
続
け
て
き

た（
１
）。

海
外
に
居
住
す
る
在
留
邦
人
は
、
日
本
の
対
外
戦
争
に
伴
い
各
種
の
被
害
を
被
っ
て
き

た
。
例
え
ば
、
居
住
し
経
済
活
動
を
行
っ
て
き
た
土
地
が
敵
国
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
住
宅
・

店
舗
や
財
産
を
放
棄
し
て
逃
げ
帰
る
場
合
も
あ
っ
た
。
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
財
産
や
生
命

を
失
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
敵
性
外
国
人
と
さ
れ
て
拘
束
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
日
本
の
領

土
が
戦
場
に
な
る
こ
と
は
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
な
か
っ
た
が
、
日
本
国
民
が
日
本
の
外
で

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
代
に
お
い
て
、
日
本
国
民
が
戦
争
の
結
果
何
ら
か
の
被
害
を
被
っ
た
と
し
て
も
、

法
的
な
救
済
措
置
を
求
め
る
手
段
は
な
か
っ
た
。
戦
争
に
よ
る
被
害
は
国
家
の
不
法
行
為

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
日
本
政
府
は
日
露
戦
争
の

あ
と
、
ロ
シ
ア
か
ら
賠
償
金
を
取
る
こ
と
も
で
き
ず
、
財
政
的
に
困
難
な
状
態
で
は
あ
っ
た

が
、
非
常
に
限
定
し
た
地
理
的
・
時
間
的
条
件
を
つ
け
た
範
囲
内
で
の
在
留
邦
人
被
害
に
対

し
て
、
予
算
上
限
を
決
め
た
上
で
「
救
恤
」
を
認
め
た
。
そ
の
後
、
こ
の
制
度
は
そ
の
都
度

臨
時
措
置
の
よ
う
に
、
時
々
の
事
件
の
た
び
に
法
律
が
作
ら
れ
、
予
算
枠
の
中
で
「
救
恤
」

が
な
さ
れ
て
き
た
。
「
救
恤
」
は
補
償
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
国
家
に
よ
る
見
舞
金
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
被
害
者
に
は
権
利
性
が
な
い
。
被
害
者
に
よ
る
国
家
へ
の
請

求
権
を
あ
く
ま
で
遮
断
し
た
上
で
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な

経
済
的
救
済
策
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
の
は

事
実
で
あ
る
。

　

日
露
戦
争
被
害
者
へ
の
救
恤
を
行
っ
た
後
、
日
本
政
府
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
結
ま
で

に
、
救
恤
法
令
を
二
度
制
定
し
て
い
た
。
ロ
シ
ア
革
命
・
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
対
す
る
救
恤
法

令
（
一
九
二
二
年
）
と
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
撤
退
に
伴
う
在
留
邦
人
の
引
揚
に
対
す
る
救
恤

法
令
（
一
九
二
三
年
）
で
あ
る
。
た
だ
、
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
莫
大
な
額

の
戦
争
賠
償
の
問
題
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
は
個
人
の
戦
争
賠
償
請
求

が
で
き
る
と
読
め
る
条
文
も
存
在
し
た
。
そ
の
意
味
で
状
況
は
変
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら

述
べ
る
よ
う
に
、
戦
争
賠
償
金
の
金
額
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
、
日
本
政
府
は
国
民
に
被
害

申
告
を
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
実
が
、
被
害
者
に
対
し
て
ド
イ
ツ
か
ら
の

戦
争
賠
償
金
を
渡
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
実
と
、

第
一
次
世
界
大
戦
で
大
き
な
収
益
と
大
き
な
リ
ス
ク
を
負
っ
た
船
成
金
の
存
在
が
、
今
回
取

扱
う
一
九
二
五
年
の
救
恤
法
令
で
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
本
論
文
は
、
こ
の
第
一

次
世
界
大
戦
で
の
「
救
恤
」
政
策
構
想
の
登
場
、
決
定
か
ら
執
行
に
至
る
過
程
を
追
い
、
第

一
次
世
界
大
戦
に
対
す
る
日
本
政
府
の
救
恤
政
策
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
解
明
し

て
い
こ
う
と
す
る
作
業
で
あ
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
に
伴
う
被
害
に
対
す
る
「
救
恤
」、
一
九
二
五
年井　
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一　

救
恤
実
行
に
い
た
る
過
程

　

第
一
次
世
界
大
戦
は
大
規
模
な
戦
争
で
あ
っ
た
。
大
戦
終
結
後
、
ド
イ
ツ
に
対
し
て
膨
大

な
金
額
の
賠
償
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
対
独
賠
償
請
求
を
算
定
す
る
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
は
、
自
国
の
戦
争
被
害
を
調
査

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
ド
イ
ツ
に
対
す
る
賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ

ユ
条
約
は
第
八
編
第
一
款
第
一
附
属
書
に
お
い
て
、
賠
償
す
べ
き
戦
争
被
害
を
一
〇
項
目
に

わ
た
っ
て
挙
げ
て
い
た
。
こ
の
条
約
は
、
初
め
て
個
人
の
戦
争
被
害
に
対
す
る
賠
償
請
求
権

を
認
め
る
条
項
が
存
在
し
た
。

　

日
本
政
府
は
、
一
九
二
〇
年
五
月
一
〇
日
に
「
外
務
省
令
第
三
号
」
を
発
布
し
た
。
こ
れ

は
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
日
本
国
民
に
対
し
て
被
害
の
申
告
を
さ
せ
る

た
め
に
制
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
外
務
省
令
で
、
被
害
者
は
一
九
二
〇
年
七
月
一
〇

日
ま
で
に
居
住
地
の
地
方
長
官
宛
に
所
定
の
書
式
で
被
害
を
申
告
し
た
。
地
方
長
官
は
こ

れ
を
と
り
ま
と
め
て
外
務
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
こ
の
方
式
で
集
め
ら
れ
た

日
本
の
戦
争
被
害
は
、
総
勢
二
二
二
三
件
、
金
額
で
二
億
円
以
上
に
も
な
る
膨
大
な
も
の
で

あ
っ
た（

２
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
表
を
見
る
と
、
日
本
が
被
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
に

よ
る
損
害
は
、
ほ
と
ん
ど
船
舶
関
係
の
損
害
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
抑
留
さ
れ
た
邦
人
が
死

亡
し
た
、
あ
る
い
は
青
島
か
ら
の
邦
人
引
揚
な
ど
も
あ
る
が
、
大
半
は
日
本
の
船
舶
が
ド
イ

ツ
軍
の
攻
撃
を
受
け
た
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
軍
に
捕
獲
さ
れ
て
使
わ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で

発
生
し
た
事
件
だ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
日
本
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
か
ら
遠
く
、
陸
上
の
戦
闘

に
よ
る
被
害
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ド
イ
ツ
か
ら
支
払
わ
れ
る
賠
償
金
に
つ
い
て
は
、
関
係
諸
国
の
会
合
に
よ
り
、
一
九
二
〇
年

七
月
一
六
日
に
い
わ
ゆ
る
「
ス
パ
ー
協
定
」
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
協
定
で
、
フ
ラ
ン
ス

五
五
％
、
イ
ギ
リ
ス
二
二
％
な
ど
の
分
配
比
率
が
定
め
ら
れ
、
日
本
は
ド
イ
ツ
の
戦
争
賠
償

金
か
ら
〇
・
七
五
％
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た（

３
）。

　

こ
の
「
外
務
省
令
第
三
号
」
に
よ
っ
て
、
日
本
政
府
は
自
国
民
の
被
害
者
に
被
害
申
告
を

さ
せ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
で
き
た
。
し
か
し
日
本
政
府
は
、
戦
争
被
害
者
が
外
務
省
令
第

三
号
に
よ
る
損
害
申
告
を
提
出
し
た
こ
と
が
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
賠
償
金
を
分
配
さ
れ
る
権
利

を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
七

月
八
日
、
当
時
の
内
田
康
哉
外
務
大
臣
は
賠
償
問
題
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
な
立
場
を
取
る

こ
と
を
閣
議
決
定
す
る
よ
う
に
請
求
し
た（

４
）。
当
時
の
原
敬
内
閣
は
、
こ
の
と
お
り
に
閣
議
決

定
し
た
。

一
、
対
独
平
和
条
約
第
八
編
ノ
規
定
ニ
依
リ
独
逸
国
ヨ
リ
受
ク
ル
賠
償
金
品
ハ
国
家
ノ
取
得

ス
ル
所
ニ
シ
テ
被
害
個
人
ハ
之
ニ
対
シ
該
条
約
ノ
規
定
上
何
等
請
求
権
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア

ラ
サ
ル
コ
ト

二
、
該
賠
償
金
品
ヲ
被
害
個
人
ニ
分
配
ス
ル
ト
否
ト
ハ
一
ニ
国
内
政
策
ノ
問
題
ニ
属
ス
ル
モ

ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
分
配
ス
ヘ
キ
ヤ
否
ヤ
及
分
配
ス
ト
セ
ハ
其
ノ
分
配
ノ
標
準
程
度
ヲ
如
何

ニ
ス
ヘ
キ
ヤ
ノ
問
題
ハ
将
来
適
当
ナ
時
機
ニ
於
テ
審
議
決
定
ス
ル
コ
ト

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
政
府
は
ド
イ
ツ
か
ら
得
ら
れ
た
戦
争
賠
償
に
対
し
、
こ
れ
が
国
民
そ

の
も
の
の
請
求
権
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

ド
イ
ツ
か
ら
得
ら
れ
た
賠
償
金
を
戦
争
被
害
者
に
対
し
て
分
配
す
る
か
ど
う
か
は
、
別
に
決

め
る
こ
と
だ
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
決
定
直
後
の
八
月
二
日
、
日
本
で
は
「
賠
償
金
特
別

会
計
法（

５
）」

が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
賠
償
金
は
「
賠
償
金
特
別

会
計
」
に
入
れ
ら
れ
、
第
三
条
で
「
法
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
支
出
ス
ル
交
付
金
、
事
務
取

扱
費
其
ノ
他
ノ
諸
費
」
に
充
て
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
賠
償
金
の

配
分
を
決
め
る
の
は
政
府
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
賠
償
金
を
自
ら
へ
の
救
済
資
金
に
充
当
し
て
ほ
し
い
と
動
き
出
し
た
集
団
が
い

た
。
い
わ
ゆ
る
「
社
外
船
主
」
で
あ
る（

６
）。

「
社
外
船
主
」
と
は
、
そ
れ
ま
で
に
作
ら
れ
て
い

た
大
手
の
海
運
業
者
以
外
に
新
し
く
創
設
さ
れ
た
海
運
業
者
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
一
次
世

界
大
戦
で
船
の
需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
設
立
さ
れ
た
新
興
の
船
会
社
は
、
ま
さ
に
第
一
次

世
界
大
戦
に
よ
っ
て
莫
大
な
利
益
を
あ
げ
た
。
し
か
し
、
日
本
の
海
運
業
者
は
戦
時
下
に
連

合
国
側
の
海
運
業
と
し
て
航
海
し
て
い
た
ゆ
え
に
、
当
然
ド
イ
ツ
側
か
ら
は
敵
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
彼
ら
は
戦
争
に
よ
る
被
害
も
蒙
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
軍
の
攻
撃
で
船
を

失
っ
た
り
、
乗
組
員
に
死
傷
者
が
出
た
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
船
の
所
有

者
・
船
の
乗
組
員
、
そ
し
て
船
の
船
員
は
は
何
ら
か
の
補
償
を
要
求
し
始
め
て
い
た
。
外
交

史
料
館
の
史
料
に
は
、
こ
の
と
き
の
船
会
社
側
か
ら
の
救
恤
金
交
付
を
求
め
る
運
動
の
片
鱗

が
残
っ
て
い
る
。
既
に
一
九
二
一
年
に
は
こ
れ
ら
の
業
界
団
体
か
ら
請
願
が
出
て
い
た（

７
）。

そ

の
内
容
は
、
賠
償
金
特
別
会
計
法
に
定
め
る
「
交
付
金
」
の
手
続
き
を
定
め
る
法
律
を
要
望

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
請
願
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
社
外

船
主
は
三
ヵ
月
後
の
六
月
に
再
度
請
願
書（

８
）を
提
出
し
、
賠
償
金
の
分
配
を
求
め
て
い
る
。
彼
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ら
は
こ
の
請
願
書
で
、
賠
償
金
の
分
配
の
形
態
は
問
わ
な
い
、
「
独
逸
ノ
発
行
ニ
係
ル
公
債

其
物
ヲ
以
テ
御
交
付
被
成
下
度
」
と
ま
で
切
望
し
て
い
た
。
し
か
し
日
本
政
府
は
動
か
ず
、

一
九
二
二
年
の
一
一
月
に
も
う
一
度
陳
情
書
を
出
し
て
い
た（
９
）が

、
政
府
側
か
ら
の
反
応
は
な

か
っ
た
。
こ
の
年
の
初
め
に
政
府
は
「
平
和
条
約
ニ
基
キ
本
邦
ノ
受
ク
ル
賠
償
金
品
ヲ
被
害

個
人
ニ
分
配
ス
ヘ
キ
ヤ
否
ヤ
ニ
関
シ
テ
ハ
政
府
ハ
未
タ
何
等
之
カ
決
定
ヲ
為
シ
得
ヘ
キ
時
機

ニ
達
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
認
ム
」
と
い
う
方
針
を
決
定
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る）

（（
（

。

　

し
か
し
日
本
政
府
は
無
為
に
時
を
過
ご
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
二
三
年
六
月
、

内
田
外
相
は
「
戦
争
ニ
因
ル
普
通
人
民
（
船
舶
業
者
ヲ
モ
含
ム
）
ノ
損
害
救
済
方
ニ
関
シ
貴

任
国
政
府
ノ
措
置
振
」
を
調
べ
る
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
タ
リ

ア
、
ア
メ
リ
カ
の
大
使
へ
命
じ
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ベ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
回
答

が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
で
イ
ギ
リ
ス
は
王
立
委
員
会
で
調
査
、
救
済
措
置
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
、
ア
メ
リ
カ
は
ド
イ
ツ
と
協
定
を
締
結
し
て
「
混
合
委
員
会
」
を
設
置
し
、
事
態
の
処

理
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た）

（（
（

。
各
国
政
府
と
も
、
自
国
国
民
が
戦
争
で
被
っ

た
被
害
に
つ
い
て
は
そ
れ
な
り
の
処
理
を
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
救

済
を
求
め
て
い
た
の
は
単
に
社
外
船
主
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
外
務
省
令
第
三
号
で
被
害
申

告
を
受
け
付
け
る
前
か
ら
、
膨
大
な
量
の
救
済
請
求
書
が
届
け
ら
れ
て
い
た）

（（
（

。
ま
た
、
議
会

に
お
い
て
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
で
青
島
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
邦
人
へ
の
救
済
を
求

め
る
決
議
が
採
択
さ
れ
た
り
も
し
て
い
た
。
日
本
政
府
は
「
賠
償
金
の
分
配
は
あ
と
で
決
め

る
」
と
し
て
い
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
時
期
が
来
た
と
考
え
ら
れ
た
。
第
二
次
山
本
権
兵
衛
内

閣
の
伊
集
院
彦
吉
外
相
は
、
一
九
二
三
年
一
二
月
一
一
日
に
井
上
準
之
助
大
蔵
大
臣
に
宛
て

て
以
下
の
よ
う
に
書
い
た
。
ド
イ
ツ
の
賠
償
支
払
い
が
不
安
定
な
た
め
、
賠
償
金
の
処
理
に

つ
い
て
は
放
置
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
経
済
的
困
窮
を
訴
え
た
被
害
者
か
ら
の
陳
情
も
来
て

い
る
。
ま
た
、
青
島
罹
災
者
救
恤
の
請
願
も
議
会
で
採
択
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
の
賠
償
支
払
い

は
期
待
で
き
な
い
も
の
の
「
今
ヤ
本
件
救
恤
ノ
問
題
ヲ
解
決
ス
ヘ
キ
最
モ
適
当
ノ
時
機
ニ
到

達
セ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
レ
候）

（（
（

」
。
賠
償
金
が
届
い
て
い
な
く
て
も
、
被
害
者
か
ら
の
陳
情
が

増
え
て
い
る
今
日
、
何
ら
か
の
救
済
措
置
を
取
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

法
案
提
出
の
た
め
の
準
備
作
業
が
始
ま
っ
た
。
当
初
は
救
恤
金
総
額
一
〇
〇
〇
万
円
と
い

う
大
規
模
な
も
の
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
の
戦
争
賠
償
金
は
国
民
に
分
配
す
る
た
め

の
も
の
で
は
な
い
、
と
言
い
な
が
ら
政
府
は
救
恤
を
決
め
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
当
初
案）

（（
（

で
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
条
約
は
個
人
の
賠
償
請
求
権
を
認
め
た
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
「
条
約
ニ
於
テ
右
要
償
ノ
範
囲
ヲ
定
ム
ル
ニ
付
普
通
人
民
ノ
被
リ
タ
ル
損

害
ヲ
標
準
ト
ナ
シ
タ
ル
精
神
ニ
鑑
ミ
ル
ト
キ
ハ
国
家
ニ
於
テ
独
逸
国
其
ノ
他
ノ
旧
敵
国
ヨ
リ

取
得
シ
タ
ル
賠
償
金
品
ヲ
以
テ
被
害
人
民
ニ
対
シ
適
当
ナ
ル
救
済
方
法
ヲ
講
ス
ル
ノ
責
務
ア

ル
コ
ト
モ
亦
否
定
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
戦
争
カ
国
民
全
体
ノ
共
同
責
任
ニ
於
テ
行
ハ

レ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
点
ヨ
リ
見
ル
モ
被
害
者
ノ
ミ
ヲ
シ
テ
其
ノ
損
害
ヲ
負
担
セ
シ
ム
ル
ノ
不

可
ナ
ル
ハ
明
ナ
リ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
個
人
の
損
害
申
告
で
算
定
し
た
こ
と
に
加
え

て
、
戦
争
は
国
民
全
体
の
行
為
で
あ
る
と
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
一
〇
〇
〇
万
円
と
い

う
救
恤
金
総
額
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
い
た
日
露
戦
争
、
そ
し
て
シ
ベ
リ
ア

出
兵
に
つ
い
て
の
救
恤
金
総
額
が
損
害
申
告
額
の
二
〇
分
の
一
で
あ
っ
た
こ
と
が
根
拠
と
さ

れ
た
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
当
初
案
で
は
関
東
大
震
災
後
の
情
勢
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。
「
或
ハ
今
回
ノ
大
震
災
ニ
依
リ
莫
大
ノ
損
害
ヲ
被
リ
国
家

財
政
ノ
頗
ル
窮
迫
セ
ル
時
ニ
当
リ
本
件
救
恤
ヲ
云
為
ス
ル
カ
如
キ
ハ
矛
盾
ナ
リ
ト
為
ス
モ
ノ

ア
ラ
ン
モ
右
救
恤
ハ
前
述
ノ
如
キ
事
情
ア
ル
ヲ
以
テ
今
回
ノ
災
害
ト
ハ
別
ニ
之
ヲ
考
慮
ス
ル

ノ
必
要
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
之
ニ
依
リ
民
間
ニ
於
ケ
ル
金
融
ヲ
多
少
ニ
テ
モ
豊
ニ
ス
ル
ノ
結
果

ヲ
来
ス
ヘ
ク
且
又
戦
争
ノ
被
害
者
中
ニ
ハ
震
災
ノ
為
メ
直
接
若
ク
ハ
間
接
ニ
再
ヒ
損
害
ヲ
受

ケ
タ
ル
モ
ノ
少
カ
ラ
サ
ル
ヘ
キ
ヲ
以
テ
今
救
恤
ノ
途
ヲ
講
ス
ル
ハ
反
ッ
テ
災
害
復
旧
ノ
一
助

ト
モ
ナ
ル
ヘ
シ
ト
認
メ
ラ
ル
」
。
震
災
復
興
で
金
が
必
要
な
と
き
に
救
恤
金
交
付
な
ど
す
べ

き
で
は
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
間
に
な
ぜ
か
不
思
議
な
噂
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。
青
島
か
ら
避
難
し
た
邦
人
に
対
し

て
、
「
外
務
省
ハ
陸
軍
省
ノ
同
意
ヲ
得
山
東
省
在
留
本
邦
人
ノ
救
済
資
金
ト
シ
テ
金
一
千
万

円
支
出
ノ
予
算
案
ヲ
今
期
議
会
ニ
提
出
シ
タ
リ
」
と
い
う
話
が
飛
び
出
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
外
務
省
側
は
「
対
独
戦
争
ノ
際
敵
国
ノ
軍
事
行
動
ニ
依
リ
直
接
ニ
損
害
ヲ
蒙
リ
タ
ル
モ

ノ
（
対
独
平
和
条
約
第
八
編
第
一
附
属
書
ニ
該
当
ス
ル
モ
ノ
）
竝
引
揚
ノ
為
ニ
損
害
ヲ
蒙
リ

タ
ル
モ
ノ
ヲ
救
済
ス
ル
為
約
一
千
万
円
支
出
方
詮
議
中
ノ
事
案
ア
ル
モ
確
ナ
ル
金
額
実
施
時

機
等
未
タ
決
定
シ
居
ラ
ス
」
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
今
回
の
救
恤
金
は
第
一
次
世
界
大
戦
全
般

に
わ
た
る
も
の
に
な
り
、
山
東
半
島
に
い
た
邦
人
に
対
す
る
救
済
額
は
極
め
て
小
さ
な
も
の

に
な
る
で
あ
ろ
う
、
そ
し
て
「
本
件
ハ
未
ダ
外
部
ニ
発
表
ス
ル
ニ
至
ラ
サ
ル
モ
ノ
」
と
返

答
し
た）

（（
（

。
話
の
内
容
は
多
少
事
実
と
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
「
総
額
一
〇
〇
〇
万
円
の
救

恤
」
と
い
う
プ
ラ
ン
自
体
は
本
当
の
話
で
あ
っ
た
。
情
報
が
ど
こ
か
ら
か
漏
れ
た
の
か
、
そ

れ
と
も
偶
然
に
そ
の
よ
う
な
噂
が
出
て
き
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

救
恤
の
構
想
が
法
案
に
な
っ
て
い
く
過
程
で
い
く
つ
か
の
変
化
が
あ
っ
た
。
ま
ず
は
救
恤
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金
総
額
が
半
額
の
五
〇
〇
万
円
に
激
減
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
「
賠
償
金
特
別
会

計
ノ
来
年
度
ニ
於
ケ
ル
資
金
ノ
状
況
」
で
あ
る
と
さ
れ
た）

（（
（

。
こ
こ
で
、
救
恤
金
額
の
削
減
、

そ
し
て
全
部
の
救
恤
金
は
現
金
で
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
救
恤
法
の
場

合
、
救
恤
金
は
一
定
金
額
以
上
は
公
債
を
渡
す
形
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
救
恤
金
を
交
付
す
る
理
由
も
大
き
く
書
き
換
え
ら
れ
た
。
一
九
二
四
年
一
二
月

ご
ろ
に
作
成
さ
れ
た
文
書）

（（
（

は
、
前
述
の
理
由
書
で
「
独
逸
国
其
ノ
他
ノ
旧
敵
国
ヨ
リ
取
得
シ

タ
ル
賠
償
金
品
ヲ
以
テ
」
と
あ
っ
た
部
分
を
単
に
「
徳
義
上
」
と
書
き
換
え
た
。
ま
た
、
救

恤
金
交
付
政
策
の
理
由
は
全
面
的
に
改
め
ら
れ
、
時
間
が
い
た
ず
ら
に
経
過
す
る
こ
と
で
救

恤
が
実
行
困
難
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
「
本
問
題
ノ
解
決
ハ
目
下
進
行
中
ノ
行
政
財
政
整
理

ノ
一
要
因
タ
ル
特
別
会
計
整
理
ノ
趣
旨
ニ
合
致
ス
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
国
民
の
救

済
と
い
う
問
題
よ
り
は
、
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
救
恤
法
案
と
同
時
に
「
賠
償
金
特
別
会
計
法
」
を
廃
止
す
る

法
案
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
で
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
（
し
か
し
こ
の
も
く
ろ
み
は
失
敗
す
る

こ
と
に
な
る
）
。

　

救
恤
金
総
額
を
半
減
さ
せ
た
理
由
は
著
し
く
長
文
で
あ
る
。
理
由
は
複
数
挙
げ
ら
れ
て
い

た
。
ま
ず
、
一
九
二
〇
年
の
外
務
省
令
第
三
号
に
伴
う
申
告
で
は
「
損
害
額
ヲ
過
大
ニ
評
価

セ
ル
傾
」
が
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
申
告
の
大
半
は
船
舶
損
害
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
「
喪
失

船
舶
ノ
価
格
ニ
右
船
舶
ノ
運
用
ニ
依
リ
得
ヘ
カ
リ
シ
予
想
利
得
ヲ
加
ヘ
之
ヨ
リ
受
領
保
険
金

ヲ
差
引
タ
ル
モ
ノ
」
で
あ
り
、
船
舶
価
格
設
定
が
高
す
ぎ
る
こ
と
と
、
予
想
利
得
を
入
れ
て

い
る
こ
と
が
不
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
部
分
を
割
り
引
け
ば
、
実
際
の
損
害
額
は
激
減

す
る
の
で
五
〇
〇
万
円
で
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
既
に
日
本
政
府
が
受
け
取
っ
て
い
る
賠
償
総
額
は
三
五
〇
〇
万
円
に
も
上
っ
て
い

る
に
か
か
わ
ら
ず
救
恤
金
額
が
少
な
い
と
い
う
批
判
を
予
想
し
て
以
下
の
よ
う
な
理
由
を
列

挙
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
戦
争
賠
償
は
「
国
庫
ノ
収
入
ニ
帰
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
直
接
国
家

ニ
於
テ
之
ヲ
被
害
者
ニ
分
配
ス
ヘ
キ
条
約
上
ノ
義
務
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
サ
ル
コ
ト
」
、
賠

償
と
し
て
受
け
取
っ
た
も
の
の
う
ち
、
被
害
者
に
分
配
で
き
な
い
も
の
（
鉄
道
、
鉱
山
、
海

底
電
線
な
ど
）
が
あ
る
こ
と
、
ド
イ
ツ
か
ら
受
け
た
賠
償
の
う
ち
日
本
政
府
が
受
け
取
る
べ

き
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
こ
と
、
日
本
の
二
〇
倍
以
上
の
賠
償
金
を
受
け
取
る
イ
ギ
リ
ス

も
、
国
民
に
対
し
て
交
付
す
る
賠
償
金
額
は
一
〇
倍
程
度
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
。

　

か
く
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
ド
イ
ツ
か
ら
受
け
取
っ
た
戦
争
賠
償
を
、
戦
争
に
よ
っ

て
被
害
を
被
っ
た
日
本
国
民
に
「
救
恤
金
」
と
し
て
交
付
す
る
た
め
の
草
案
が
出
来
上
が
っ

た
。
こ
の
救
恤
法
は
法
案
と
し
て
政
策
決
定
の
場
に
持
ち
出
さ
れ
る
ま
で
が
著
し
く
長
く
か

か
っ
た
。
当
初
、
救
恤
を
求
め
る
人
々
の
声
が
上
が
る
の
は
一
九
一
九
年
頃
か
ら
で
あ
っ

た
。
こ
の
間
、
内
閣
は
頻
繁
に
交
替
し
た
。
構
想
が
出
て
き
た
の
は
原
内
閣
時
代
で
あ
り
、

原
暗
殺
後
の
高
橋
是
清
内
閣
、
加
藤
友
三
郎
内
閣
、
第
二
次
山
本
権
兵
衛
内
閣
、
清
浦
奎
吾

内
閣
、
そ
し
て
、
法
案
が
議
会
に
出
さ
れ
る
の
は
加
藤
高
明
内
閣
の
時
代
に
な
る
の
で
あ

る
。
次
は
こ
の
救
恤
法
令
の
審
議
・
決
定
の
過
程
を
追
っ
て
み
た
い
。

　
　
　

二　

救
恤
法
令
の
制
定

　

前
節
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
被
害
者
に
対
す
る
経
済
的
救
済
の
問
題
が
曲
折
を
経
て
救

恤
法
案
に
至
る
ま
で
の
部
分
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
節
で
は
、
救
恤
法
案
の
制
定
に
関
す
る

議
会
で
の
討
論
な
ど
を
通
じ
て
、
救
恤
法
案
を
め
ぐ
る
政
治
的
な
力
学
を
解
明
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
し
か
も
法
案
審
議
の
際
に
は
圧
力
団
体
に
よ
る
露
骨
な
事
件
ま
で
発
生
す
る
に

至
っ
た
。

　

一
九
二
五
年
二
月
、
「
同
盟
及
聯
合
国
ト
独
逸
国
及
其
同
盟
国
ト
ノ
戦
争
ニ
因
リ
損
害
ヲ

被
リ
タ
ル
帝
国
臣
民
ノ
救
恤
ニ
関
ス
ル
法
律
」
の
草
案
が
帝
国
議
会
に
出
さ
れ
た
。
法
案
の

趣
旨
を
説
明
し
た
中
村
巍
政
府
委
員
（
外
務
政
務
次
官
）
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

す
な
わ
ち
、
日
本
政
府
は
戦
争
に
伴
う
民
間
人
の
損
害
で
、
法
的
に
賠
償
責
任
を
負
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
「
戦
争
ガ
国
民
全
体
ノ
共
同
責
任
ニ
於
テ
行
ハ
ル
ル
点
ヨ
リ
見

マ
シ
テ
、
単
リ
被
害
者
ノ
ミ
ヲ
シ
テ
其
責
任
ノ
全
部
ヲ
負
担
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ガ
、
正
当
デ
ナ

イ
ト
云
フ
コ
ト
モ
亦
明
デ
ア
ル
ト
存
ジ
マ
ス）

（（
（

」
。
そ
の
た
め
に
こ
の
法
案
を
提
出
す
る
の
だ

と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
法
案
は
、
「
賠
償
金
特
別
会
計
法
」
を
廃
止
す
る
法
案
と
と
も

に
出
さ
れ
、
「
清
国
及
朝
鮮
国
在
留
帝
国
臣
民
取
締
法
廃
止
法
案
」
と
い
う
法
案
と
同
じ
委

員
会
に
提
出
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
衆
議
院
の
委
員
会
で
は
そ
う
簡
単
に
問
題
は
進
ん
で
い
か
な
か
っ
た）

（（
（

。
橋
本

喜
造
議
員
が
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
救
恤
金
総
額
の
算
定
根
拠
に
つ
い
て
執
拗
に
疑
問
を
呈

し
続
け
、
さ
ら
に
こ
の
救
恤
金
は
個
人
へ
の
賠
償
で
あ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
譲
ら
ず
、
政

府
委
員
と
し
て
出
席
し
て
い
た
外
務
省
の
山
川
端
夫
条
約
局
長
や
、
大
蔵
省
の
早
速
整
爾
大

蔵
政
務
次
官
と
激
し
い
論
争
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
橋
本
議
員
は
、
救
恤
金
総

額
五
〇
〇
万
円
の
根
拠
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
こ
れ
に
早
速
整
爾
大
蔵
政
務
次
官
が
、
財
政

状
況
や
過
去
の
実
例
、
外
国
で
の
状
況
を
例
に
し
た
と
い
っ
た
。
し
か
し
橋
本
議
員
は
「
金
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ハ
取
ッ
タ
ケ
レ
ド
モ
是
ハ
国
民
ニ
与
フ
ベ
キ
モ
ノ
デ
ナ
イ
、
政
府
ガ
取
ル
ベ
キ
モ
ノ
ガ
ア

ル
、
大
蔵
省
ノ
財
政
状
態
ガ
非
常
ニ
苦
シ
イ
カ
ラ
ト
カ
何
ト
カ
云
フ
ヤ
ウ
ナ
子
供
騙
シ
ノ
話

デ
ハ
、
承
知
ガ
出
来
ナ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
」
と
最
初
か
ら
強
硬
な
態
度
で
質
問
を
始
め
た
。
山

川
政
府
委
員
は
、
「
各
国
ガ
独
逸
カ
ラ
軍
費
ノ
代
リ
ニ
個
人
ノ
損
害
ト
云
フ
名
義
デ
金
ヲ

国
家
ガ
取
ル
コ
ト
ニ
ナ
ッ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
、
そ
し
て
外
務
省
令
第
三
号
に
つ
い
て
も
、

「
其
時
ニ
誤
解
ガ
無
イ
ヤ
ウ
ニ
思
ヒ
マ
シ
テ
、
是
ハ
個
人
ノ
損
害
ヲ
聞
ク
ノ
デ
ア
ル
ケ
レ
ド

モ
、
個
人
ノ
為
ニ
金
ヲ
取
ッ
テ
ヤ
ル
ノ
デ
ハ
ナ
イ
ト
云
フ
意
味
ヲ
、
出
来
ル
ダ
ケ
手
段
ヲ
尽

シ
テ
総
テ
ノ
人
ニ
徹
底
ス
ル
ヤ
ウ
ニ
致
シ
タ
」
と
答
え
て
い
た
。
ま
た
、
早
速
政
府
委
員

が
、
救
恤
金
額
は
毎
回
の
救
恤
法
の
た
び
に
損
害
申
告
額
と
救
恤
金
額
の
比
率
が
異
な
る
こ

と
を
説
明
し
た
。
と
こ
ろ
が
橋
本
議
員
は
「
迚
モ
斯
ウ
云
フ
事
デ
ハ
国
民
ハ
承
知
シ
マ
イ
ト

思
ヒ
マ
ス
」
と
説
明
を
承
服
し
な
か
っ
た
。
国
民
の
被
害
申
告
を
も
と
に
し
て
賠
償
委
員
会

に
要
求
し
た
、
そ
の
結
果
取
れ
た
賠
償
金
を
「
僅
ニ
五
百
万
円
個
人
ニ
渡
シ
テ
、
ソ
レ
カ
ラ

先
ハ
政
府
デ
ヌ
ク
メ
ヤ
ウ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
余
リ
蟲
ガ
好
ス
ギ
ヤ
シ
ナ
イ
カ
」
と
ま
で
言
っ

た
の
で
あ
る
。
他
の
議
員
か
ら
も
、
や
は
り
救
恤
金
総
額
は
少
な
す
ぎ
る
と
い
う
批
判
が
上

が
っ
て
い
た
。

　

山
川
政
府
委
員
は
こ
れ
に
対
し
て
、
「
是
ハ
国
ガ
個
人
ニ
代
ッ
テ
賠
償
ヲ
取
ッ
テ
ヤ
ル
ト

云
フ
趣
意
デ
ヤ
ッ
タ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
建
前
を
述
べ
た
。
そ
し
て
戦
費
を
負

担
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
代
わ
り
に
「
矢
張
独
逸
カ
ラ
出
セ
ル
ダ
ケ
取
ラ
ウ
ヂ
ャ
ナ

イ
カ
ト
云
フ
コ
ト
デ
、
個
人
ノ
損
害
ト
云
フ
目
的
ヲ
以
テ
国
ガ
取
ッ
テ
ヤ
ッ
タ
」
と
答
え

た
。
そ
れ
に
加
え
て
柏
田
忠
一
議
員
か
ら
も
民
間
人
に
対
す
る
補
償
が
少
な
い
こ
と
や
、
中

国
政
策
へ
多
額
の
費
用
を
投
じ
つ
つ
救
恤
に
後
ろ
向
き
な
政
府
の
姿
勢
を
批
判
し
た
。
「
支

那
ノ
教
育
、
東
洋
ノ
文
化
ノ
為
ニ
ハ
二
千
万
円
出
ス
、
直
接
損
害
ヲ
被
ッ
タ
是
等
憐
ム
ベ

キ
非
戦
闘
員
ニ
対
シ
テ
ハ
僅
ニ
五
百
万
円
」
と
い
う
一
言
に
そ
の
い
ら
だ
ち
は
現
れ
て
い

る
。
橋
本
議
員
は
そ
こ
に
加
え
て
、
ド
ー
ズ
案
受
け
入
れ
の
暁
に
は
「
今
後
取
ル
ベ
キ
モ
ノ

「
ド
ー
ズ
」
案
ニ
依
ッ
テ
取
ル
ベ
キ
モ
ノ
ハ
個
人
ニ
渡
ス
ト
云
フ
御
言
明
ヲ
得
タ
イ
ト
思
ヒ

マ
ス
」
と
述
べ
て
、
政
府
側
の
何
ら
か
の
譲
歩
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
早
速
政
府

委
員
は
「
今
橋
本
君
ハ
政
府
ニ
対
シ
テ
更
ニ
考
ヘ
ロ
ト
云
フ
御
話
デ
ア
リ
マ
シ
タ
ガ
、
私
ノ

方
デ
ハ
橋
本
君
ニ
御
考
ヲ
願
ヒ
タ
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
是
ハ
決
シ
テ
無
理
ニ
抑
ヘ
付

ケ
ル
ト
云
フ
考
ハ
毛
頭
持
タ
ヌ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
政
府
ガ
此
案
ヲ
出
ス
ニ
付
テ
モ
、
余
程

苦
心
ヲ
シ
テ
出
シ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
御
了
承
願
ヒ
タ
イ
」
と
返
し
て
い
る
。
さ
ら
に
橋
本
議

員
は
重
ね
て
、
こ
の
賠
償
請
求
は
何
を
基
礎
と
し
て
出
し
た
の
か
、
と
問
い
か
け
、
個
人
申

告
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
、
「
政
府
ハ
サ
ウ
セ
ズ
ニ
被
害
者
ニ
対
シ
テ
其

事
ハ
前
以
テ
通
知
ガ
ア
ル
ト
カ
、
或
ハ
官
報
ニ
モ
掲
載
シ
テ
ア
ル
カ
ラ
、
サ
ウ
云
フ
コ
ト
ハ

イ
ケ
ナ
イ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
仰
セ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
是
ハ
余
リ
過
ギ
タ
事
ノ
ヤ
ウ
デ
ア
リ
マ
ス

ガ
、
外
務
省
ガ
勝
手
ニ
御
定
メ
ニ
ナ
ッ
テ
モ
差
支
ナ
イ
モ
ノ
デ
ア
ル
カ
ド
ウ
カ
」
と
突
き
つ

け
た
。
た
だ
、
橋
本
議
員
の
発
言
に
は
何
か
背
景
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
審
議
の
過

程
で
「
私
共
ハ
与
党
ト
シ
テ
無
理
ニ
否
決
ス
ル
訳
ニ
モ
行
カ
ズ
、
撤
回
ヲ
要
求
ス
ル
コ
ト
モ

出
来
ヌ
ノ
デ
、
非
常
ニ
苦
シ
イ
立
場
ニ
居
リ
マ
ス
ノ
デ
、
何
レ
ニ
シ
テ
モ
政
府
ノ
案
ト
云
フ

モ
ノ
ハ
無
理
デ
ア
リ
、
之
ニ
対
ス
ル
政
府
ノ
御
説
明
ガ
不
深
切
極
ッ
テ
居
ル
ヤ
ウ
ニ
思
フ
ノ

デ
ア
リ
マ
ス
」
と
い
う
発
言
を
し
て
い
る
。
加
藤
高
明
内
閣
の
中
で
も
、
救
恤
法
令
に
対
し

て
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
山
川
政
府
委
員
の
反
論
に
も
な
お
説

明
を
求
め
た
た
め
、
早
速
政
府
委
員
は
「
唯
々
意
見
ガ
違
フ
ト
云
ヘ
バ
仕
方
ガ
ア
リ
マ
セ
ヌ

ガ
、
只
今
ノ
モ
全
ク
橋
本
君
ノ
御
意
見
デ
ア
ッ
テ
、
結
論
ハ
斯
ウ
云
フ
不
十
分
ナ
案
デ
ハ

イ
カ
ヌ
カ
ラ
ヤ
リ
直
シ
テ
来
イ
ト
云
フ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
、
是
ハ
御
断
リ
ヲ
ス
ル
ノ
デ
ア
ッ

テ
、
政
府
ト
シ
テ
責
任
ヲ
持
ッ
テ
提
案
シ
タ
以
上
ハ
、
之
ヲ
引
込
メ
テ
更
ニ
案
ヲ
変
ヘ
テ
出

ス
考
ハ
無
論
ア
リ
マ
セ
ヌ
」
と
感
情
的
な
答
弁
を
し
た
。
し
か
し
橋
本
議
員
は
全
く
動
じ
ず

に
「
一
人
デ
数
万
乃
至
数
十
万
ト
云
ヤ
ウ
ナ
大
ナ
ル
損
害
ヲ
受
ケ
テ
居
リ
、
而
モ
子
供
モ
多

ク
家
族
ガ
七
八
人
モ
ア
ル
ト
云
ウ
ヤ
ウ
ナ
者
ハ
、
一
人
当
リ
千
円
カ
千
五
百
円
ト
云
フ
位
ノ

モ
ノ
ニ
ナ
リ
マ
ス
ガ
、
此
位
ノ
金
デ
ド
ウ
シ
テ
生
活
シ
テ
行
ケ
マ
ス
カ
、
社
会
政
策
ヲ
大
ニ

行
ハ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
今
日
ノ
時
代
ニ
於
テ
、
此
様
ナ
モ
ノ
デ
旨
ク
行
ク
ト
思
ヒ
マ

ス
カ
」
と
言
い
返
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
混
線
は
あ
っ
た
も
の
の
、
衆
議
院
の
委
員
会
で
は
、
三
月
二
〇
日
に
「
政
府

ハ
「
ド
ー
ズ
」
案
実
施
後
相
当
期
間
ノ
経
過
ニ
鑑
ミ
独
逸
国
ヨ
リ
収
得
シ
タ
ル
賠
償
金
ノ
処

理
ニ
関
シ
被
害
者
ニ
対
ス
ル
追
加
支
出
ニ
付
キ
相
当
考
慮
ヲ
ナ
ス
ヲ
当
然
ト
認
ム
」
と
い
う

付
帯
決
議
が
付
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
こ
こ
で
永
井
柳
太
郎
政
府
委
員
が
「
政
府
ト
致
シ
マ
シ

テ
ハ
同
盟
及
聯
合
国
ト
独
逸
国
ト
ノ
平
和
条
約
第
八
編
第
一
款
第
一
附
属
書
ニ
掲
ゲ
ラ
レ
テ

居
リ
マ
ス
、
損
害
ヲ
被
リ
タ
ル
帝
国
臣
民
ニ
対
ス
ル
救
恤
ニ
付
キ
マ
シ
テ
ハ
、
今
回
ノ
法
律

案
ニ
定
メ
ラ
レ
タ
モ
ノ
ノ
外
今
後
数
年
間
「
ド
ー
ズ
」
計
画
施
行
ノ
実
績
ヲ
見
マ
シ
タ
上
、

更
ニ
考
慮
ヲ
加
ヘ
ル
コ
ト
ト
致
シ
タ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
」
と
い
う
発
言
を
付
け
加
え
た
上
で
よ

う
や
く
法
案
は
可
決
し
た
の
で
あ
る
。
橋
本
議
員
の
要
求
は
達
せ
ら
れ
た
結
果
と
な
っ
た
。

　

法
案
が
貴
族
院
に
回
っ
て
き
た
と
き
、
一
つ
の
事
件
が
起
こ
っ
た
。
第
一
節
で
述
べ
た
社

外
船
主
の
ひ
と
り
で
あ
る
山
本
唯
三
郎
が
ど
こ
か
で
入
手
し
た
高
等
官
の
徽
章
を
付
け
、
貴
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族
院
の
委
員
会
室
に
入
り
込
ん
で
委
員
に
法
案
へ
の
賛
否
を
聞
い
て
回
っ
て
い
た
こ
と
が
発

覚
し
た
の
で
あ
る）

（（
（

。
船
主
側
の
大
胆
不
敵
な
行
動
は
非
難
を
浴
び
た）

（（
（

。
『
東
京
朝
日
新
聞
』

の
経
済
欄
の
コ
ラ
ム
は
「
戦
時
中
し
こ
た
ま
も
う
け
て
置
い
た
上
に
猶
一
厘
で
も
余
計
に
国

民
の
こ
う
血
を
絞
り
取
ら
う
と
す
る
な
ん
て
余
り
度
胸
が
よ
過
ぎ
は
し
ま
せ
ん
か
ね
」
と
厳

し
い
非
難
の
目
を
向
け
た）

（（
（

。

　

そ
の
貴
族
院
の
委
員
会
で
は
、
三
月
二
六
日
の
審
議
で
阪
谷
芳
郎
議
員
の
発
言
が
目
を
引

い
た
。
阪
谷
議
員
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
賠
償
金
を
取
る
こ
と
も
、
救
恤
金
を
出
す
こ
と
に
も
反

対
し
て
い
た
。
阪
谷
議
員
は
「
元
来
独
逸
カ
ラ
償
金
ヲ
取
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
本
員
ハ
反
対
ナ

ン
デ
ス
、
既
ニ
戦
争
ノ
賠
償
金
ハ
取
ラ
ヌ
ト
ナ
ッ
タ
以
上
ハ
、
コ
ン
ナ
モ
ノ
ノ
個
人
ノ
損
害

ト
カ
何
ト
カ
云
フ
コ
ト
ニ
、
私
ハ
取
ル
ト
云
フ
ノ
ハ
、
ヲ
カ
シ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
、

併
シ
是
ハ
聯
合
国
ニ
加
入
シ
テ
居
ル
一
員
ト
シ
テ
、
日
本
ガ
独
リ
異
論
ヲ
唱
ヘ
ル
ト
云
フ
コ

ト
ハ
、
是
ハ
今
日
憚
ラ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
デ
ア
ル
、
而
シ
テ
現
在
世
界
ノ
将
来
ヲ
考
ヘ

テ
見
レ
バ
、
此
独
逸
ノ
償
金
ト
云
フ
モ
ノ
ヲ
取
ル
ト
云
フ
、
或
ハ
取
ラ
ヌ
ト
云
フ
ガ
為
ニ
、

経
済
上
ノ
安
定
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
少
ナ
イ
、
併
シ
ナ
ガ
ラ
是
モ
亦
日
本
ガ
独
リ
異
論
ヲ
唱
ヘ
ル

訳
ニ
ハ
行
カ
ヌ
カ
ラ
、
英
吉
利
ナ
リ
、
亜
米
利
加
ナ
リ
、
仏
蘭
西
ナ
リ
ノ
意
見
ガ
一
致
ス
ル

迄
ハ
、
日
本
ハ
待
タ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
」
と
、
連
合
国
の
一
員
だ
か
ら
ス
ト
レ
ー
ト
に

反
対
を
し
な
く
て
も
よ
い
が
、
賠
償
を
取
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
と
述
べ
て
い
た
。
そ
の
う
え

「
日
本
ノ
保
護
ヲ
受
ケ
ラ
レ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
覚
悟
デ
船
舶
業
者
ハ
皆
船
ヲ
出
シ
タ
、
ソ
レ

故
ニ
私
等
ハ
是
等
ノ
船
舶
業
者
ニ
対
シ
テ
ハ
十
分
賛
意
ヲ
表
ス
ル
、
誠
ニ
大
胆
ニ
日
本
ノ
国

旗
ヲ
拡
メ
テ
貰
ッ
テ
、
之
ニ
付
テ
ハ
国
民
ハ
感
謝
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
感
謝
シ
ナ
ケ
レ
バ

ナ
ラ
ヌ
ケ
レ
ド
モ
、
ソ
レ
ガ
為
ニ
賑
恤
金
ヲ
贈
ラ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
道
理
ハ
生
ゼ
ヌ

デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
」
と
、
船
舶
被
害
な
ど
は
自
己
責
任
だ
と
あ
か
ら
さ
ま
に
述
べ
て
い

た
の
で
あ
る
。
だ
が
結
局
、
衆
議
院
同
様
「
政
府
ハ
「
ド
ー
ズ
」
計
画
ノ
実
施
後
独
逸
国
ヨ

リ
取
得
ス
ル
賠
償
金
中
ヨ
リ
被
害
者
ニ
対
シ
追
加
支
出
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ニ
付
相
当
ノ
考
慮
ヲ
為

ス
ヲ
当
然
ト
認
ム
」
と
い
う
付
帯
決
議
が
法
案
に
付
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
政
府
委
員
か
ら
は

「
今
回
定
メ
タ
ル
モ
ノ
ノ
外
今
後
両
三
年
間
「
ド
ー
ズ
」
案
計
画
施
行
ノ
実
蹟
ヲ
見
マ
シ
タ

上
デ
更
ニ
考
慮
ヲ
致
シ
マ
ス
コ
ト
ヲ
茲
ニ
声
明
イ
タ
シ
テ
置
キ
マ
ス
」
と
い
う
発
言
が
付
け

ら
れ
た
。
か
く
し
て
法
案
は
可
決
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
船
舶
業
者
が
委
員
会
室
へ
の
侵

入
ま
で
し
て
圧
力
行
動
を
し
た
こ
と
に
は
見
返
り
が
あ
っ
た
。
実
は
船
舶
業
者
は
救
恤
法
案

と
同
時
に
政
府
が
出
し
て
い
た
賠
償
金
特
別
会
計
法
廃
止
に
は
反
対
し
て
い
た
。
そ
し
て
貴

族
院
の
委
員
会
で
は
、
審
議
未
了
で
賠
償
金
特
別
会
計
廃
止
法
案
は
廃
案
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る）

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
邦
人
被
害
に
対
し
て
救
恤
金
を
交
付
す
る

法
案
は
成
立
し
た
。
こ
の
過
程
で
は
、
政
権
を
支
え
る
側
の
意
見
対
立
や
、
救
恤
金
を
当
て

込
ん
だ
船
舶
業
界
の
運
動
な
ど
が
見
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
た
救
恤
法
令

が
ど
の
よ
う
に
執
行
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
次
の
節
で
は
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　

三　

被
害
の
審
査
と
救
恤
金
交
付

　

一
九
二
五
年
三
月
三
一
日
、
「
同
盟
及
聯
合
国
ト
独
逸
国
及
其
ノ
同
盟
国
ト
ノ
戦
争
ニ
因

リ
損
害
ヲ
被
リ
タ
ル
帝
国
臣
民
ノ
救
恤
ニ
関
ス
ル
法
律
」
は
「
法
律
第
三
九
号
」
と
し
て
公

布
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
に
伴
う
救
恤
審
査
機
関
な
ど
の
詳
細
を
定
め
た
勅
令
一
三
五
号
が
、

四
月
一
一
日
に
発
布
さ
れ
た）

（（
（

。
法
律
の
条
文
に
よ
り
、
救
恤
金
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
こ
の
年
の
七
月
三
一
日
ま
で
に
所
定
の
手
続
き
に
基
き
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
た
。
手
続
き
に
関
し
て
は
新
聞
な
ど
に
も
掲
載
さ
れ
、
注
意
喚
起
が
な
さ
れ

た
）
（（
（

。

　

こ
れ
に
伴
い
、
個
別
の
救
恤
金
申
請
者
の
被
害
額
査
定
と
交
付
す
べ
き
救
恤
金
額
を
決
定

す
る
機
関
「
救
恤
審
査
会
」
が
動
き
始
め
た
。
委
員
は
大
蔵
省
・
外
務
省
・
陸
軍
省
・
海
軍

省
・
商
工
省
・
逓
信
省
の
官
僚
が
任
命
さ
れ
た
。
ま
ず
救
恤
審
査
会
が
始
め
た
こ
と
は
、

一
九
二
〇
年
の
外
務
省
令
第
三
号
に
基
い
て
出
さ
れ
た
被
害
申
告
の
一
覧
を
整
理
し
、
被
害

別
や
地
域
別
に
ま
と
め
た
台
帳
・
カ
ー
ド
な
ど
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た）

（（
（

。
今
回
の
救
恤

の
場
合
、
被
害
の
範
囲
が
相
当
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
た
。
船
舶
損
害
、
船
舶
に
乗
っ
て
い

た
人
の
生
命
身
体
損
害
、
そ
れ
以
外
の
生
命
身
体
損
害
（
監
禁
や
抑
留
、
強
制
労
働
）
、
開

戦
に
伴
う
引
揚
、
財
産
損
害
（
船
舶
の
積
み
荷
の
損
害
と
そ
れ
以
外
の
財
産
損
害
）
と
、
多

種
多
様
な
被
害
が
認
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

法
律
に
基
く
申
請
締
め
切
り
の
直
前
に
当
た
る
一
九
二
五
年
七
月
二
八
日
、
第
一
回
の
救

恤
審
査
会
が
開
催
さ
れ
た
。
開
会
に
あ
た
り
挨
拶
し
た
出
渕
勝
次
外
務
次
官
（
救
恤
審
査
会

の
会
長
）
は
「
今
回
ノ
対
独
戦
争
ニ
因
ル
被
害
者
ニ
対
ス
ル
救
恤
審
査
ハ
被
害
ノ
範
囲
ガ
極

メ
テ
広
汎
ニ
亘
ッ
テ
居
リ
従
テ
被
害
件
数
及
金
額
ノ
多
イ
点
カ
ラ
申
シ
マ
シ
テ
モ
其
ノ
実
行

カ
容
易
テ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
明
カ
テ
ア
リ
マ
シ
テ
到
底
前
回
ノ
シ
ベ
リ
ヤ
事
件
尼
港
事
件

若
ク
ハ
特
種
権
利
審
査
ノ
場
合
ニ
於
ケ
ル
困
難
ノ
比
テ
ハ
ア
リ
マ
セ
ン
曩
ニ
大
正
九
年
外
務
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省
令
第
三
号
ニ
基
イ
テ
申
告
セ
ラ
レ
タ
帝
国
臣
民
ノ
被
害
件
数
ハ
二
千
二
百
二
十
三
件
テ
ア

リ
マ
シ
テ
其
ノ
損
害
申
告
総
額
ハ
実
ニ
約
二
億
一
千
万
円
ニ
達
シ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
今
回
ノ
申

告
モ
略
之
ト
大
差
ナ
キ
モ
ノ
ト
想
像
セ
ラ
レ
マ
ス
、
而
シ
テ
是
等
被
害
者
カ
ラ
申
告
セ
ラ
ル

ル
損
害
事
項
ノ
審
査
ヲ
初
メ
損
害
額
ノ
査
定
及
救
恤
金
ノ
配
分
等
ニ
ハ
尠
カ
ラ
サ
ル
困
難
ノ

伴
フ
コ
ト
ハ
明
カ
テ
ア
リ
マ
ス
」
と
述
べ
て
、
こ
の
救
恤
審
査
の
事
務
が
相
当
な
も
の
で
あ

る
こ
と
を
明
言
し
た
。
出
渕
次
官
は
そ
れ
で
も
「
他
方
現
下
ノ
一
般
財
界
ノ
情
況
ニ
鑑
ミ
レ

バ
被
害
者
ニ
対
シ
テ
一
日
モ
早
ク
救
恤
金
ヲ
交
付
ス
ル
コ
ト
ハ
最
モ
必
要
ナ
コ
ト
ト
信
セ
ラ

レ
マ
ス
」
と
述
べ
、
経
済
状
況
か
ら
す
れ
ば
救
恤
金
交
付
は
急
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

述
べ
た
。
こ
の
第
一
回
審
議
で
は
ま
ず
、
作
業
委
員
会
で
あ
る
「
主
査
会
」
を
設
置
し
、

具
体
的
な
被
害
額
の
査
定
や
素
案
作
り
は
主
査
会
に
一
任
す
る
こ
と
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
や
む
な
き
事
情
に
つ
い
て
は
提
出
を
一
ヶ
月
程
度
待
つ
こ
と
や
、
救
恤
金
申
請
が
却

下
さ
れ
た
場
合
「
何
時
迄
モ
放
置
シ
テ
希
望
ヲ
抱
カ
シ
ム
ル
ハ
気
ノ
毒
ニ
付
」
、
理
由
を
附

し
て
却
下
を
通
知
す
る
こ
と
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。
こ
の
席
で
も
ま
た
、
山
川
端
夫
審
査
員

（
外
務
省
）
や
広
幡
忠
隆
幹
事
（
逓
信
省
）
か
ら
、
船
舶
業
者
に
よ
る
働
き
か
け
に
つ
い
て

報
告
が
な
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。

　

確
か
に
こ
の
第
一
次
世
界
大
戦
被
害
へ
の
救
恤
に
つ
い
て
は
か
な
り
混
戦
模
様
で
あ
っ

た
。
一
〇
月
六
日
の
第
一
回
主
査
会
で
は
、
既
に
代
理
人
に
よ
る
不
正
な
申
告
が
見
つ
か

り
、
一
部
は
告
発
す
る
こ
と
ま
で
決
め
ら
れ
て
い
る）

（（
（

。
一
九
二
五
年
一
〇
月
か
ら
一
一
月
に

か
け
て
主
査
会
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
、
詳
細
な
救
恤
の
基
準
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
船
舶
損
害
に
つ
い
て
は
、
戦
禍
を
逃
れ
よ
う
と
し
て
破
損
・
座
礁
、
あ
る
い
は

行
方
不
明
に
な
っ
た
も
の
と
い
う
定
義
が
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
戦
後
に
日
独
間
で
行
わ
れ

た
損
害
賠
償
の
裁
判
で
あ
る
「
日
独
混
合
裁
判
」
で
和
解
し
た
損
害
に
つ
い
て
は
救
恤
の
対

象
と
し
な
い
こ
と
、
予
想
利
益
は
損
害
と
し
て
認
め
な
い
こ
と
な
ど
、
重
要
な
基
準
が
決
め

ら
れ
て
い
っ
た
。
引
揚
に
つ
い
て
も
、
引
揚
先
は
「
引
揚
地
ハ
当
時
ノ
事
情
ニ
依
リ
適
当
ト

認
メ
ラ
ル
ル
場
所
タ
ル
ヲ
要
ス
」
（
第
二
回
主
査
会
）
と
さ
れ
、
そ
の
上
で
戦
争
直
前
の
引

揚
に
つ
い
て
、
「
戦
争
直
前
」
と
は
、
「
大
正
三
年
八
月
二
十
四
日
ヨ
リ
二
週
間
前
迄
」
で

あ
る
こ
と
も
決
め
ら
れ
た
（
第
三
回
主
査
会
）
。
ま
た
、
外
国
船
に
乗
っ
て
い
た
船
員
の
場

合
、
給
与
が
国
内
の
企
業
に
比
べ
て
高
額
な
の
で
、
日
本
郵
船
会
社
の
船
員
並
の
取
り
扱
い

に
す
る
こ
と
も
決
め
ら
れ
た
。
既
に
救
恤
金
を
あ
て
に
し
た
動
き
も
表
面
化
し
て
い
た
。
救

恤
金
申
請
者
が
負
っ
て
い
る
債
務
に
つ
い
て
、
救
恤
金
が
一
〇
万
円
出
る
こ
と
を
当
て
込
ん

だ
上
で
、
そ
の
中
か
ら
一
五
〇
〇
〇
円
分
の
差
し
押
さ
え
を
す
る
と
い
う
民
事
裁
判
の
判

決
が
出
て
い
た
の
で
あ
る
（
第
四
回
主
査
会
）
。
死
亡
し
た
被
害
者
と
申
請
者
と
の
関
係
で

は
、
死
亡
者
の
配
偶
者
、
直
系
尊
属
・
卑
属
、
そ
し
て
こ
の
人
々
を
扶
養
す
る
「
遺
族
」
で

な
け
れ
ば
救
恤
金
申
請
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
死
亡
者
に
対
す
る
救
恤

も
、
「
成
ル
ヘ
ク
死
亡
ニ
付
テ
ハ
損
害
ノ
補
償
タ
ル
ヨ
リ
寧
ロ
慰
藉
タ
ル
ノ
意
味
ヲ
鮮
明
ス

ル
コ
ト
」
と
取
り
き
め
ら
れ
た）

（（
（

。
ま
た
、
保
険
会
社
が
保
険
金
を
支
払
っ
た
こ
と
を
損
害
と

し
て
請
求
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
政
府
か
ら
別
に
補
償
を
受
け
る
制
度
が
あ
る
こ

と
を
理
由
に
認
め
な
い
こ
と
に
な
っ
た
（
第
三
回
審
査
会
）
。

　

た
だ
、
こ
の
死
亡
者
に
対
す
る
救
恤
金
額
に
つ
い
て
は
、
一
二
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第

四
回
の
救
恤
審
査
会
で
問
題
と
な
っ
た
。
主
査
会
は
死
亡
者
一
人
当
た
り
四
〇
〇
〇
円
と
い

う
救
恤
金
額
を
提
出
し
て
き
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
大
蔵
省
主
計
局
長
の
河
田
烈
審
査
員
か

ら
異
議
が
唱
え
ら
れ
た
。
河
田
審
査
員
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
こ
れ
以
前
の
尼
港
事
件
の

救
恤
に
対
し
て
は
、
死
亡
者
一
人
当
た
り
一
〇
〇
〇
円
の
救
恤
金
を
交
付
し
た
。
そ
れ
に
比

べ
て
四
〇
〇
〇
円
の
救
恤
金
額
は
多
す
ぎ
る
。
そ
し
て
「
此
ノ
如
キ
救
恤
金
ヲ
交
付
ス
ル
時

ハ
更
ニ
尼
港
遭
難
者
ニ
対
ス
ル
再
救
恤
ノ
問
題
ヲ
モ
生
ス
ヘ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
人
命
ノ
損
害
救

恤
ニ
差
等
ヲ
設
ク
ル
ハ
面
白
カ
ラ
ス
」
。
こ
の
意
見
を
入
れ
た
う
え
で
、
物
的
損
害
な
ど
を

加
味
し
て
死
亡
者
へ
の
救
恤
金
は
二
〇
〇
〇
円
と
い
う
と
こ
ろ
に
落
ち
着
い
た）

（（
（

。

　

社
外
船
主
は
救
恤
審
査
会
の
審
議
中
も
激
し
く
運
動
し
て
い
た
。
一
〇
月
二
九
日
の
第
四

回
主
査
会
の
席
で
、
外
交
官
の
大
野
守
衛
審
査
員
が
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
社

外
船
主
が
陳
情
書
を
持
参
し
た
。
し
か
し
「
其
ノ
内
容
ハ
審
査
事
務
ニ
関
ス
ル
批
評
ガ
マ
シ

キ
点
ア
リ
タ
ル
ニ
付
之
ヲ
却
下
」
し
た
と
あ
る
。
そ
れ
で
も
社
外
船
主
は
あ
き
ら
め
な
か
っ

た
。
第
五
回
の
主
査
会
議
事
録
に
は
、
船
舶
損
害
に
対
し
て
、
社
外
船
主
側
が
「
其
ノ
申
請

通
ノ
査
定
標
準
」
で
審
査
し
て
ほ
し
い
と
何
度
も
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
審
査
会
側
は
「
被
害
当
時
ニ
於
ケ
ル
本
邦
市
価
ニ
依
ル
ノ
準
則
ヲ
変
更
セ
サ
ル
コ

ト
」
と
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
「
成
ル
ヘ
ク
船
主
側
ノ
申
告
評
価
額
ニ
接
近
セ
シ
ム
ル
為

出
来
得
ル
限
リ
斟
酌
ヲ
加
ヘ
船
体
ノ
評
価
ヲ
為
ス
」
こ
と
に
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
船

主
側
が
主
張
し
た
「
申
請
通
ノ
査
定
標
準
」
は
、
第
五
回
主
査
会
議
事
録
に
記
さ
れ
て
い
る

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は

一
、
休
戦
当
時
の
価
格
に
よ
る
こ
と

二
、
予
想
利
益
に
対
す
る
損
害
を
考
慮
す
る
こ
と

三
、
保
険
金
・
補
償
金
を
考
慮
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
社
外
船
主
の
要
求
と
救
済
方
針
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
よ
う
と
し
て
、
主
査
会
は
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か
な
り
の
政
治
的
さ
じ
加
減
を
し
た
。
主
査
会
で
は
、
大
蔵
省
理
財
局
長
・
富
田
勇
太
郎
審

査
員
が
大
戦
時
期
各
年
に
お
け
る
日
本
で
の
船
舶
価
格
の
平
均
値
で
救
済
す
る
と
い
う
案
を

出
し
た
が
、
「
船
価
ノ
最
モ
高
騰
セ
シ
時
期
ニ
船
舶
ヲ
喪
失
シ
タ
ル
多
数
船
主
ノ
不
承
認
ヲ

予
想
シ
」
主
査
会
は
そ
の
提
案
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
社
外
船
主
の
要

求
は
か
な
り
通
っ
て
い
る
。
一
二
月
一
一
日
に
開
催
さ
れ
た
第
九
回
の
主
査
会
で
、
死
亡
・

抑
留
・
監
禁
等
の
被
害
に
対
す
る
救
恤
金
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
減
額
で
浮
い

た
資
金
は
「
之
ヲ
船
舶
ノ
損
害
ニ
対
ス
ル
救
恤
金
中
ニ
加
ヘ
タ
ル
カ
尚
其
他
ノ
損
害
ニ
対
ス

ル
救
恤
金
ニ
モ
修
正
ヲ
加
フ
ル
処
ア
リ
タ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
個
人
の
生
命
・
身
体
損

害
に
対
す
る
救
恤
金
を
削
減
し
て
船
主
を
救
済
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
船
舶
損
害
に
つ

い
て
は
、
被
害
査
定
額
の
六
％
し
か
救
恤
金
を
渡
さ
な
い
こ
と
に
し
て
い
た）

（（
（

。
ま
た
、
財
産

損
害
に
つ
い
て
は
、
一
定
金
額
ま
で
は
査
定
額
全
額
を
渡
し
、
そ
れ
以
上
の
金
額
に
つ
い
て

は
一
定
割
合
の
み
を
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
で
き
る
だ
け
少
額
被
害
者
に
は
多
め
に
救

恤
金
を
渡
す
こ
と
は
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
筆
者
の
い
る
山
口
県
の
場
合
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
を
示
す
の
が
別

表
で
あ
る
。
山
口
県
の
場
合
は
船
舶
所
有
者
は
お
ら
ず
、
青
島
で
敵
性
外
国
人
に
な
っ
た
た

め
に
被
害
を
被
っ
た
一
件
を
除
き
船
舶
損
害
に
巻
き
込
ま
れ
た
例
で
あ
る
。
不
思
議
な
こ
と

に
、
被
害
申
告
額
よ
り
救
恤
金
額
が
高
い
例
が
若
干
あ
る
。
こ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
明
確
で
は

な
い
。
救
恤
さ
れ
な
か
っ
た
船
舶
乗
組
員
の
事
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
乗
船
・
勤
務
し
て
い

た
船
舶
が
戦
争
行
為
の
結
果
沈
没
し
た
も
の
で
は
な
い
、
す
な
わ
ち
救
恤
対
象
に
は
な
ら
な

い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
在
外
邦
人
の
損
害
は
、
被
害
額
が
査
定
さ
れ
、
救

恤
を
認
め
ら
れ
た
も
の
に
対
し
て
は
救
恤
金
を
交
付
し
た
。
こ
の
法
律
に
よ
る
被
害
者
の
救

恤
は
一
旦
終
了
し
た
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

小
括

　

第
一
次
世
界
大
戦
は
日
本
に
と
っ
て
さ
ほ
ど
大
き
な
戦
争
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
在
外

邦
人
の
戦
争
被
害
に
対
す
る
経
済
的
救
済
措
置
と
し
て
は
大
変
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
。
初

め
て
在
外
邦
人
の
戦
争
被
害
を
行
っ
た
日
露
戦
争
に
お
け
る
救
恤
金
交
付
の
際
は
厳
し
く
被

害
の
内
容
や
地
理
的
な
制
約
が
か
け
ら
れ
た
。
な
に
よ
り
ま
ず
、
日
露
戦
争
の
時
、
日
本
政

府
は
船
舶
損
害
に
対
す
る
救
恤
を
拒
否
し
た）

（（
（

。
し
か
し
こ
の
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
民

間
人
の
救
恤
に
対
し
て
は
、
つ
い
に
船
舶
損
害
に
対
し
て
も
そ
れ
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
法

律
の
制
定
理
由
と
し
て
「
戦
争
被
害
は
国
民
全
体
で
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
政
府
側

が
述
べ
た
こ
と
は
そ
れ
な
り
に
重
要
で
あ
る
。
当
初
日
本
政
府
は
、
国
民
か
ら
戦
争
被
害
申

告
を
さ
せ
な
が
ら
、
受
け
取
っ
た
賠
償
金
は
国
民
の
も
の
で
は
な
く
政
府
が
配
分
権
を
持
つ

と
主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
結
局
、
申
告
さ
せ
た
国
民
に
対
し
て
「
救
恤
金
」
と
い
う
権
利

性
を
否
認
し
た
形
で
は
あ
れ
、
戦
争
賠
償
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る）

（（
（

。

船
舶
損
害
な
ど
は
自
己
責
任
で
あ
る
と
す
る
貴
族
院
議
員
阪
谷
芳
郎
の
よ
う
な
発
言
は
、
戦

争
受
忍
論
が
基
調
と
な
る
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
こ
そ
力
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
る

の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
え
る）

（（
（

。

　

た
だ
、
船
舶
損
害
が
救
恤
対
象
に
な
っ
た
の
は
、
急
速
に
業
績
を
伸
ば
し
た
業
界
団
体
の

力
に
よ
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
法
律
制
定
後
に
実
行
さ
れ
た

救
恤
審
査
会
で
の
や
り
取
り
を
見
て
い
て
も
、
業
界
団
体
の
度
重
な
る
要
求
が
行
わ
れ
て
い

る
。
予
想
利
益
の
よ
う
に
拒
絶
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
し
か
し
死
亡
者
に
対
す
る
救
恤

金
が
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
と
き
よ
り
も
高
す
ぎ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
削
ら
れ
た
と
き
、
そ
の

行
先
は
や
は
り
船
舶
損
害
で
あ
っ
た
。
「
成
金
」
に
対
す
る
反
感
が
あ
る
こ
と
を
加
味
し
て

も
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
船
舶
損
害
救
恤
に
対
す
る
批
判
は
正
当
性
が
あ
る
程
度
存
在
し
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
第
一
次
世
界
大
戦
戦
争
被
害
者
に
対
す
る
「
救
恤
」
だ
っ
た
が
、

結
局
こ
れ
で
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
も
っ
ぱ
ら
船
舶
損
害
の
救
済
の
た
め
に
行
わ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
条
文）

（（
（

を
持
つ
、
こ
の
戦
争
被
害
に
対
す
る
「
追
加
救
恤
」
に
関
す
る
法
律
が

一
九
二
九
年
に
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
法
律
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ま

た
稿
を
改
め
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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出典・『日独欧州戦争関係救恤一件　地方別救恤金額決定表』（5.2.17 30-14）・『日独欧州戦争関係救恤一件　申請書』（5.2.17 30-10）、
救恤しない人については 5.2.17 30-21「審査会報告書」に「申請却下、廃棄及不受理一覧表」がある。

表１　第一次世界大戦救恤法・山口県申請者一覧
番号 申請者出身 被害者 申請額 救恤額 被害内容

1 （下松） 同人 750 円 318 円 地中海でドイツ軍潜航艇に攻撃され私物を喪失
2 （灘村） 父 52,500 円 3,689 円 航行中行方不明
3 （末武南村） 養父 400 円 233 円 航行中ドイツ軍潜水艦に攻撃される。一年後死亡
4 （下関） 兄 6,565 円 1,423 円 アイルランド沖でドイツ軍潜水艦に撃沈
5 （長府） 長男 153.8 円 144 円 地中海でドイツ軍潜航艇に攻撃される

6 （美祢） 同人 847 円 235 円 ドイツ軍潜航艇に撃沈される。一度誤った書類を
提出し期限に遅れるが特に救恤されている

7 （玖珂郡日積村） 二男 400 円 226 円 ドイツ軍に撃沈。本人は生存するも父が申請
8 （下関） 同人 903.85 円 449 円 ドイツ軍に攻撃され私物を喪失
9 （熊毛郡大野村） 三男 2,937.6 円 2,896 円 ドイツ軍潜航艇攻撃で死亡
10 （熊毛郡佐賀村） 弟 1,500 円 849 円 ドイツ軍潜航艇攻撃。本人は後に死亡
11 （玖珂郡和木村） 弟 26,875 円 3,499 円 ドイツ軍攻撃により死亡
12 （玖珂郡川下村） 同人 13,800 円 751 円 インド洋航行中触雷。
13 （玖珂郡米川村） 同人 241.20 円 241 円 ドイツ軍潜航艇により撃沈。本人は助かる
14 （豊浦郡楢崎村） 兄 25,200 円 3,304 円 乗船中ドイツ軍に攻撃され行方不明
15 （長府） 父 14,400 円 3,957 円 ドイツ軍に攻撃され死亡

16 （柳井） 同人 70 円 不承認・却下 船にドイツの探偵が乗り込んでいて座礁沈没し
た、とある。却下

17 （大津郡向津具） 三男 3,130 円 不承認・却下 乗っていた船が座礁。移動中に死亡。
18 （都濃郡末武北村） 同人 405 円 270 円 ドイツ軍潜航艇により船が撃沈

19 （下松） 親子関係 385 円 200 円 ドイツ軍攻撃により船撃沈。本人生存だが父が代
理。

20 （玖珂郡通津村） 四男 200 円 不承認・却下 船が座礁・沈没
21 （熊毛郡周陽村？） 義弟 136.85 円 297 円 ドイツ軍に攻撃され船沈没、私物を喪失
22 （熊毛郡賀見畑村） 同人 535.15 円 287 円 ドイツ軍潜航艇に撃沈
23 （阿武郡宇多郷村） 二男 660 円 389 円 ドイツ軍潜航艇に撃沈
24 （豊浦郡宇賀村） 三男 500 円 2,674 円 ドイツ軍潜航艇に攻撃され行方不明
25 （下関） 同人 923.35 円 445 円 ドイツ軍潜航艇に攻撃され沈没
26 （玖珂郡川下村） 息子 9,600 円 2,142 円 船が触雷、死亡
27 （徳山） 同人 1,930 円 1,172 円 ドイツ軍潜航艇による攻撃
28 （下関） 同人 270 円 270 円 ドイツ軍潜航艇による攻撃
29 （岩国） 夫 10,000 円 2,633 円 青島で経営していたレストランを失う
30 （美祢） 同人 726 円 不承認・却下 乗っていた船が沈没。
31 （熊毛郡光井村） 次男 12,600 円 2,449 円 ドイツ軍潜航艇攻撃で死亡
32 （熊毛郡大野村） 四男 10,591.50 円 2,088 円 ドイツ軍潜航艇攻撃で死亡
33 （熊毛郡大野村） 同人 305 円 190 円 ドイツ軍潜航艇攻撃で沈没
34 （豊浦郡殿居村） 同人 510 円 不承認・却下 乗っていた船が座礁沈没

35 （下関） 同人 2,600 円 1,238 円 ドイツ軍に攻撃され、身は助かるも所持品などを
喪失

36 （玖珂郡伊陸村） 同人 730 円 480 円 ドイツ軍に攻撃され沈没
37 （玖珂郡川下村） 同人 6,840 円 1,366 円 ドイツ軍に船舶捕獲沈没、負傷
38 （下関） 同人 2,420.20 円 448 円 ドイツ軍の攻撃で船沈没。身は助かる
39 （大島郡森野村） 同人 411.8 円 257 円 ドイツ軍潜航艇に撃沈
40 （豊浦郡小月村） 同人 1,485.65 円 410 円 ドイツ軍潜航艇に撃沈

41 （柳井） 同人
76.99 円、 英 国
貨 幣 11 ポ ン ド
９シリング

159 円 ドイツ軍潜航艇に撃沈

42
（下関）申請者死
亡につき家督相続
人が新しく申請

旧申請者
の次男 18,000 円 2,672 円 ドイツ軍潜航艇に撃沈・溺死

43 （熊毛郡室積町） 次男 668 円（?） 不承認・却下 船の座礁による沈没

44 （大島郡蒲野村） 同人 1,908.30 円 1,163 円 ドイツ軍による撃沈。決定表には「但シ県庁経由
セス」と書き込んである
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注

（
１
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
拙
稿
は
、
「
ロ
シ
ア
革
命
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
被
害
者
へ
の

「
救
恤
」
、
一
九
二
二
年
」
『
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
一
三
号
、

二
〇
〇
七
年
、
「
シ
ベ
リ
ア
引
揚
者
へ
の
「
救
恤
」
、
一
九
二
三
年
」
『
山
口
県
立
大

学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
、
一
四
号
、
二
〇
〇
八
年
（
『
山
口
県
立
大
学
学
術
情
報
』

創
刊
号
に
収
録
）
、
「
日
露
開
戦
に
伴
う
引
揚
者
に
対
す
る
「
救
恤
」
、
一
九
〇
九

年
」
『
松
尾
雅
嗣
教
授
退
職
記
念
論
文
集　

平
和
学
を
拓
く
』
（IPSH

U

研
究
報

告
四
二
号
）
、
広
島
大
学
平
和
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
編
集
・
刊
行
、
二
〇
〇
九
年
、

「
「
救
恤
」
政
策
か
ら
見
る
シ
ベ
リ
ア
出
兵
史
」
『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
八
四
号
、

二
〇
〇
九
年
、
「
尼
港
事
件
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
事
件
損
害
に
対
す
る
再
救
恤
、
一
九
二
六

年
」
『
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
一
六
号
、
二
〇
一
〇
年
（
『
山
口
県
立

大
学
学
術
情
報
』
三
号
に
収
録
）
。

（
２
）
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
、
『
日
独
欧
州
戦
争
関
係
救
恤
一
件　

法
律
制
定
ニ
関
ス
ル

経
過
及
法
令
関
係
』
（5.2.17 30-28

）
。

（
３
）
外
務
省
編
集
・
刊
行
『
対
独
賠
償
問
題
ニ
関
ス
ル
公
文
書
』
一
九
二
六
年
。

（
４
）
『
日
本
外
交
文
書
』
大
正
九
年
第
三
冊
下
巻
九
三
二
頁
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
外
務

省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧
で
き
た
。

（
５
）
「
賠
償
金
特
別
会
計
法
」
の
条
文
は
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ーA

03021230200

。

（
６
）
「
社
外
船
主
」
に
つ
い
て
は
、
中
川
敬
一
郎
『
両
大
戦
間
の
日
本
海
運
業
』
日
本
経

済
新
聞
社
、
一
九
八
〇
年
を
参
考
に
し
た
。

（
７
）
こ
の
嘆
願
書
は
「
社
外
船
主
関
係
書
信
一
括
」
（5.2.17.30-10-3

）
所
収
。

（
８
）
第
二
回
嘆
願
書
、
前
掲
（5.2.17.30-10-3

）
。

（
９
）
「
陳
情
書
」
、
前
掲
（5.2.17.30-10-3

）
。

（
10
）
前
掲
（5.2.17 30-28

）
に
あ
る
「
参
考　

賠
償
金
分
配
問
題
ニ
関
ス
ル
省
令
及
閣
議

決
定
」
と
い
う
一
連
の
文
書
。

（
11
）
「
戦
争
ニ
因
ル
被
害
者
救
済
ニ
関
ス
ル
件
」
前
掲
（5.2.17 30-28

）
。

（
12
）
そ
れ
が
『
日
独
欧
洲
戦
争
ニ
依
ル
損
害
要
償
一
件　

省
令
発
布
前
』
（5.2.17 24-1 

全
三
冊
）
で
あ
る
。

（
13
）
「
同
盟
及
聨
合
国
ト
独
逸
国
及
其
同
盟
国
ト
ノ
戦
争
ニ
因
リ
損
害
ヲ
被
リ
タ
ル
帝
国

臣
民
ノ
救
恤
ニ
関
ス
ル
件
」
伊
集
院
彦
吉
外
相
か
ら
井
上
準
之
助
蔵
相
宛
。
一
九
二
三

年
一
二
月
一
一
日
。
前
掲
（5.2.17 30-28

）
。

（
14
）
「
同
盟
及
聯
合
国
ト
独
逸
国
及
同
盟
国
ト
ノ
戦
争
ニ
因
リ
損
害
ヲ
被
リ
タ
ル
帝
国
臣

民
ノ
救
恤
ニ
関
ス
ル
件
」
前
掲
（5.2.17 30-28

）
。
成
立
し
た
日
時
は
不
明
。

（
15
）
一
九
二
四
年
一
月
一
九
日
に
森
青
島
領
事
か
ら
松
井
慶
四
郎
外
相
に
出
さ
れ
た
も

の
。
返
答
は
同
二
二
日
に
出
た
「
山
東
在
留
邦
人
救
済
資
金
ニ
関
ス
ル
件
」
と
題
す
る

も
の
。
い
ず
れ
も
前
掲
（5.2.17 30-28

）
。

（
16
）
「
同
盟
及
聯
合
国
ト
独
逸
国
及
其
同
盟
国
ト
ノ
戦
争
ニ
因
リ
損
害
ヲ
蒙
リ
タ
ル
帝
国

臣
民
ノ
救
恤
ニ
関
ス
ル
件
」
一
九
二
四
年
一
一
月
二
四
日
。
浜
口
雄
幸
蔵
相
か
ら
幣
原

喜
重
郎
外
相
宛
。
前
掲
（5.2.17 30-28

）

（
17
）
「
同
盟
及
聯
合
国
ト
独
逸
国
及
同
盟
国
ト
ノ
戦
争
ニ
因
リ
損
害
ヲ
被
リ
タ
ル
帝
国
臣

民
ノ
救
恤
ニ
関
ス
ル
件
」
前
掲
（5.2.17 30-28

）
。
こ
の
直
前
に
、
二
つ
の
文
書
が
綴

じ
込
ま
れ
て
い
た
。
一
つ
は
外
務
省
条
約
局
長
に
向
け
て
、
大
蔵
省
国
庫
課
長
か
ら
、

外
務
省
の
動
き
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
一
九
二
四
年
一
二
月
二
七
日
の
日
付
で
あ
る
。
外
務
省
用
箋
に
、
内
閣
書

記
官
に
対
し
て
、
大
蔵
省
・
外
務
省
で
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
済
み
の
閣
議
請
求
案
・
法

案
・
勅
令
案
が
口
頭
の
説
明
と
と
も
に
渡
さ
れ
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
「
打

ち
合
わ
せ
済
み
の
案
」
は
こ
の
文
書
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
18
）
『
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
』
四
五
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
。

（
19
）
こ
こ
の
委
員
会
で
の
や
り
取
り
は
『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
』
四
三
巻
、
臨

川
書
店
、
一
九
八
七
年
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
参
照
し
た
。

（
20
）
「
山
本
虎
大
尽
欲
の
皮
の
失
敗　

高
等
官
と
な
り
済
し
て
秘
密
の
貴
院
委
員
会
へ　

泳
ぎ
ま
は
る
醜
い
政
商
連
」
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
五
年
三
月
二
八
日
。
こ
れ
は

前
掲
外
務
省
記
録
（5.2.17 30-28

）
に
も
綴
じ
込
ま
れ
て
い
た
。

（
21
）
「
救
恤
法
案
が
通
過
し
て
も
船
主
の
希
望
通
り
に
は
な
ら
ぬ
」
『
読
売
新
聞
』

一
九
二
五
年
三
月
二
九
日
、
前
掲
外
務
省
記
録
（5.2.17 30-28

）
に
は
『
国
民
新
聞
』

の
記
事
切
り
抜
き
も
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。

（
22
）
「
緩
急
栓
」
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
五
年
三
月
二
九
日
。

（
23
）
こ
の
審
議
は
『
帝
国
議
会
貴
族
院
委
員
会
議
事
速
記
録
』
二
五
巻
、
臨
川
書
店
、

一
九
八
七
年
。
他
に
、
日
露
戦
争
の
救
恤
法
に
際
し
て
救
恤
金
査
定
委
員
に
任
じ
ら
れ

た
経
験
を
持
つ
議
員
が
、
救
恤
金
の
被
害
申
告
に
誇
大
な
申
告
が
多
い
こ
と
な
ど
を
述

べ
て
い
る
。

（
24
）
こ
れ
ら
の
法
律
・
勅
令
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
原
本
を
参
照
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す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
25
）
「
対
独
戦
被
害
者　

救
恤
勅
令
公
布
」
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
六
年
四
月
一
四

日
。

（
26
）
救
恤
審
査
会
議
事
録
（5.2.17 30-22

）
。

（
27
）
前
掲
救
恤
審
査
会
議
事
録
。

（
28
）
こ
れ
は
、
弁
護
士
が
無
断
で
被
害
者
の
代
理
人
を
名
乗
り
救
恤
申
請
を
し
て
い
た
と

い
う
事
件
で
あ
っ
た
。
本
人
か
ら
依
頼
を
受
け
た
別
の
事
件
で
取
っ
た
委
任
状
を
悪
用

し
た
の
で
あ
る
。
本
人
が
別
に
申
請
書
を
出
し
て
い
て
、
二
重
申
請
に
な
っ
て
発
覚
し

た
も
の
で
あ
る
。
救
恤
審
査
会
は
、
窓
口
に
な
っ
た
官
庁
を
通
じ
て
調
査
を
行
い
、

自
ら
も
本
人
を
呼
び
出
す
な
ど
し
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
申
請
者
本
人
の
申

請
の
み
を
受
理
し
、
代
理
人
の
も
の
を
廃
棄
し
た
。
救
恤
審
査
会
報
告
書
（5.2.7 30-

21

）
。

（
29
）
主
査
会
議
事
録
は
（5.2.17 30-24
）
。

（
30
）
前
掲
救
恤
審
査
会
議
事
録
。
こ
の
河
田
審
査
員
の
懸
念
は
的
中
し
た
。
尼
港
事
件
被

害
者
た
ち
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
損
害
の
死
亡
者
救
恤
金
が
自
ら
の
受
け
た
救
恤
金
額

の
倍
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
再
救
恤
運
動
を
起
こ
し
た
。
こ
の
結
果
、
尼
港
事

件
被
害
者
は
「
二
度
目
の
救
恤
」
と
い
う
異
例
の
措
置
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
「
尼
港
事
件
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
事
件
損
害
に
対
す
る
再
救
恤
、

一
九
二
六
年
」
を
参
照
。

（
31
）
前
掲
救
恤
審
査
会
報
告
書
。
報
告
書
で
は
、
船
舶
損
害
の
要
求
に
対
し
て
救
恤
審
査

会
が
苦
慮
し
た
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。
海
外
で
は
船
舶
損
害
に
対
し
て
さ
ほ
ど
救
済

策
は
取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
要
求
項
目
に
予
想
利
得
が
入
っ
て
い
る
こ
と
、
保
険
金

が
入
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
挙
げ
て
い
る
。

（
32
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
日
露
開
戦
に
伴
う
引
揚
者
に
対
す
る
「
救
恤
」
、

一
九
〇
九
年
」
を
参
照
。
こ
の
拙
稿
で
言
及
し
た
「
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
日
露
戦
争
被

害
者
救
済
策
」
に
つ
い
て
、
最
近
原
暉
之
「
日
露
戦
争
後
ロ
シ
ア
領
サ
ハ
リ
ン
の
再
定

義
」
原
暉
之
編
著
『
日
露
戦
争
と
サ
ハ
リ
ン
島
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年

所
収
が
発
表
さ
れ
た
。

（
33
）
た
だ
し
、
「
帝
国
臣
民
」
し
か
救
済
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
国
籍
を
持

た
な
い
遺
族
が
行
っ
た
救
恤
申
請
は
拒
否
さ
れ
て
い
る
。

（
34
）
戦
後
の
在
外
資
産
放
棄
損
害
な
ど
に
つ
い
て
、
波
多
野
澄
雄
『
国
家
と
歴
史
』
中
公

新
書
、
二
〇
一
一
年
が
言
及
し
て
い
る
。

（
35
）
こ
の
「
追
加
救
恤
」
法
の
第
一
条
に
定
め
る
救
恤
対
象
は
、
一
九
二
五
年
の
法
律
で

救
恤
金
を
受
け
た
船
舶
損
害
の
被
害
者
、
そ
し
て
一
九
二
五
年
の
法
律
で
申
請
し
な

か
っ
た
た
め
救
恤
金
を
受
け
て
い
な
い
個
人
、
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
あ
か
ら
さ
ま
に

船
舶
損
害
だ
け
を
優
遇
し
て
い
る
。

（
追
記
）
本
論
文
は
、
平
成
二
三
年
度
山
口
県
立
大
学
創
作
研
究
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。
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Compensation for Victims of World War I by the Japanese Government, 1925

Izao Tomio

   The purpose of this article is to analyze Japanese compensation for victims of the First World War. Japan received 0.75% 

indemnity for World War I from Germany.

   The Japanese people, especially shipping companies whose ships were damaged in the war made claims for compensation. 

The Japanese government made a decision to pay compensation for the victims from the indemnity from Germany. Most 

of the money went to shipping companies. This article analyzes the process of policy making involved in carrying out the 

compensation.




